
イヌ、ネコも思春期は大変？！
発達による行動変化を追跡しよう
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研 究 の 背 景

募 集 方 法

イヌやネコの1歳は、ヒト
に換算すると何歳でしょう？
ネコであればヒトの18歳、
小型～中型犬であれば15歳に
相当すると考えられています。

動物共生科学ジェネラリスト育成プログラム研究プロジェクト

ジ ェ ネ
プロ研究

ヒトと比べて短期間に急速に発達するイヌやネコですが、成長の過程で手を焼くことも少な
くありません。イヌでは、6-9ヶ月齢頃が思春期に相当し、自己主張が強くなったり、攻撃性
が出たり、オスらしいあるいはメスらしい行動が見られるようになることが知られています。
発達過程にあるイヌやネコにどのような環境を提供し、困る行動に対してどのように対応す

るのがよいのでしょうか？

思春期
（性成熟～社会的成熟）

ア プ ロ ー チ

対象：一般家庭で飼育を開始したイヌおよびネコ
研究デザイン：コホート研究（追跡調査）
調査方法：アンケート
調査内容：動物の一般情報、社会化経験、

飼育環境、困る行動、対応方法、相談先

・募集人数：2名～４名

プロジェクトメンバーの一員として責任感を持ち、サンプルデータを丁寧に扱い、
コツコツ取り組んでくれる方をお待ちしております！

期待される結果

・幼齢期-思春期-成熟期にかけての行動変化を
明らかにします

・発達ステージによって起こりやすい困る行動
を検出します

・動物種、品種、飼育環境、飼い主の対応が、
行動変化にどのような影響を与えるのかを考察
します

・データ解析技術が身に付きます
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（イメージ図）イヌの困る行動の変化
トイレ以外での排泄
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